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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

本研究ではヘキサトリエン型分子に特徴的なペリ環状光閉環反応による芳香縮環構造の光形成反応を利

用し、π共役系の発達した平面構造分子を光生成させることでπスタックカラムナー構造を形成させる新

しい光反応性分子システムの構築を目指す。平成２２年度は特に（１）光加工性を有する芳香族縮環ユニ

ットの光開発と高効率化に取り組み、ターアリーレン骨格に光脱離ユニットとしてメトキシ基あるいはエ

トキシ基を導入した新規光応答分子を合成した。検討の結果、光照射に伴って光閉環反応が進行しさらに

アルコールが光脱離し、非可逆的に芳香族分子が形成することが見いだされた。また、この分子について

光脱離反応にともなって分子会合が誘起され、微粒子が形成することが見いだされた。一方、光脱離反応

の反応機構を解明する目的で様々な分子を系統的に合成し、その光反応性と分子構造の相関を検討した。

また反応性を検討する目的で、メトキシ基とメチル基を導入した分子を合成した。この分子ではメタノー

ル光脱離することなく、変わってメトキシ基の光転移が進行することが見いだされた。 
さらにこのような分子の化学構造の最適化を検討した結果、D3ｈ対称性を有する新しい分子の可能性を見
いだし、その量子科学計算により分子構造予測を行った。その結果、期待通りに光縮環反応後には D3ｈ
対称性を有する多環芳香族分子が形成することが予測された。そこで、この分子について合成方法の検討

を行った。	
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